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第２章 方法

飯島明子

第 7 回自然環境保全基礎調査（干潟調査）は，2002 年 4 月から 2004 年 9 月にかけて，北海道か

ら沖縄まで全国 157ヶ所の干潟で行われた（表 2-1，図 2-1，2-2）．調査地は，「日本の重要湿地 500」

（環境省，2001）に選定された干潟を中心に，全国万遍なく配置した．

調査は，調査責任者（巻頭，調査責任者一覧参照）1 名以上を含む 3 名以上で行った．各干潟に

おいて，岸から汀線にかけて 3 本のラインを設定し，そのライン上で最も陸寄り・最も汀線寄り・

その中間の 3 ポイントを設定した．ライン，ポイントは地図上に記入し，GPS にて緯度経度を測定

した．ライン名はアルファベットで表記し，内湾干潟の場合には湾口部（外側）から湾奥部に向か

って A，B，Cと取った（図 2-3）．また河口干潟の場合は，河口部（海側）から河上流に向かって A，B，C

と取った．ただし，現場の地形・面積などから判断し，ラインとポイントの数は増減させる場合も

あった．従って 2ラインしか取らない場合は A，Bのみとなり，5ライン取った場合は A，B，C，D，E

となった．ライン上のポイントは数字で表記し，潮間帯の上部から下部に向かって，1，2，3 と取

った．ライン上に 2 ポイントしか取らない場合は，1，2 となる．ヨシ原やマングローブなど塩性湿

地内のポイント名は「植生」とし，主な構成植物を記録した．

ライン単位で写真を撮影し，その他底質や生物についても調査者の任意で撮影した．植生の写真

も撮影した．

調査ポイントでは 5m× 5m の方形枠を設定した．ただし地形によっては，25㎡であっても正方

形でない場合もあった．調査者は最初の 5 分間，調査ポイントの方形枠内の底質表面で見られる底

生動物の種と個体数の多寡（後述），干潟表面の植生や底質の状況を記録した．次いで，調査者 2 名

が 10分間，統一規格のスコップ（金象印根堀，スコップ部の幅 14cm）を用い，約 20cmの深さまで

底質を掘り返し，目視で発見できた底生動物を採集した．現場で同定できる種については，種名と

個体数の多寡を記録してから放逐した．個体数の多寡は各種について，以下のとおりとした．

A（多） ：スコップで 1回掘り返した中に 1個体以上出現する．

C（普通）：全掘り返し回数の中で 2個体以上出現するが，Aよりも少ない．

R（少） ：全掘り返し回数の中で 1個体のみ出現する．

現場で調査責任者に種名の判別できない種については，液浸標本を作成し，同定責任者（巻頭，

同定責任者一覧参照）に送付した．同定責任者は必要に応じて各分類群の専門家に依頼し，同定を

行った．

塩性湿地(「植生」ポイント)の場合は，調査者 2 名が植生内を 20 分間歩き回り，採集・確認した

生物について種名と個体数の多寡を記録した．個体数の多寡は各種について，以下のとおりとした．

A（多） ：10個体以上出現する．

C（普通）：2～ 9個体出現する．
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R（少） ：1個体のみ出現する．

ここでも種名が判別できない種については標本を同定者に送付した．
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北海道地域北海道地域北海道地域北海道地域
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東北地域東北地域東北地域東北地域



- 11 -

関東関東関東関東・・・・小笠原地域小笠原地域小笠原地域小笠原地域
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日本海日本海日本海日本海地域地域地域地域
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中部東海地域中部東海地域中部東海地域中部東海地域
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近畿地域近畿地域近畿地域近畿地域
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中国四国地域中国四国地域中国四国地域中国四国地域
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九州地域九州地域九州地域九州地域
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沖縄地域沖縄地域沖縄地域沖縄地域
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図図図図2222----3333 干潟干潟干潟干潟のののの中中中中のののの調査地点概念図調査地点概念図調査地点概念図調査地点概念図

〈内湾干潟〉 〈河口干潟〉

湾口部

湾奥部

河口部（海側）




